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1. 勝敗の確定と確定率
囲碁理論の連載も、今回を含め後２回にな

りました。今回は、「勝ち切る」ということを

通して、確定率と可能性という概念について、

今までの理論を整理し、補足説明したいと思

います。

囲碁で形勢判断が重視される理由としては、

構想においても、形勢判断にもとづく「勝ち

切る」という達成目的が重視されているため

です。この「勝ち切る」という目標設定は、

「勝敗の確定性」というゲーム特性によって可

能になっています。

� 形勢判断の数式化

形勢判断を数式化するには、一手の価値が

徐々に減少し、勝敗基準となる確定地の大き

さが収束するという条件が必要になります。

このことによって、全局的評価は、部分的に

確定した値の合計によって求めることが可能

になります。

形勢判断の基本式としては、全局的価値

（W）は部分的な価値（N）の総和として考え

ています。つまり、

になります。図１での、A、B、Cが、石のグ

ループごとに生まれる確定地や勢力地などの

着手価値の大きさになります。ここでは、盤

全体の黒白の総和として計算しています。
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基本理論：「勝ち切る」ための条件から、最善手が見つかる

囲碁理論へのアプローチ

連載　碁の本質を解明する　第13回
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図１　全局的価値
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� ２つの価値

部分的な価値のNには、

①確定した値（FN）

②変化の大きい値（VN）

とがあり、

とすることができます。式１に代入すると、

になります。このように２つに分ける理由は、

手順進行にともなって、これらの値の変化が

異なるためです。

� 増加と減少と収束

図２を見てください。この図は

濃い灰色（左）：AN（確定地の場所）

黒（右）：BN（盤上の石の場所とダメ場）

薄い灰色（中左）：CN（勢力地の場所）

白（中右）：DN（未確定の場所）

で色分けしています。

AN、BN、CN、DNの大きさの割合を手順

の進行に合わせて表示しています。対局がス

タートした時点では、盤上のすべての場所は、

どちらの地にもなる可能性のある白（DN）の

領域になっています。手順が進行するにした

がって、この領域が徐々に減ってゼロになっ

ていき、確定地が増えていきます。

①FNには、確定地（AN）になる部分と、

石が置かれる部分（BN）がある

②VNには、黒白のどちらか一方のみの地と

なる可能性がある部分（CN）と両方の地

になり得る部分（DN）がある

③ΣFNの変化量は、増加方向であって変化
量は小さい

④ΣVNの変化量は、減少方向であって変化
量は大きい

⑤ΣVNの量は、手順の進行によってゼロに
なり、すべてΣFNの量に変化する

� 形勢差の評価

VNをCNとDNの和としてみると、

となります。
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図２　空間の領域
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